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22．各標準学修課程案内 
 
 

各系の標準学修課程として， 

・人材養成の目的 

   ・学修目標 

   ・学修内容 

   ・授業科目 

   ・科目体系図 

   ・標準的履修例 

   ・学士特定課題研究申請要件 

   ・卒業要件 

   ・学修一貫（学士課程・修士課程一貫）の教育体系 

 等を掲載しています。 
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数学系学修課程 

 

人材養成の目的 

数学は数・図形・函数などを対象として数千年にわたり築かれてきた学問である。数学は自然科学や社会科学の基礎を形成する

と同時に，それ自身の発達を遂げてきた。本課程では， 深い数学的専門知識と高度な論理的思考力を身につけ，社会の各分

野で活躍できる人材を育てることを目的とする。 

 

学修目標 

 本課程では，上記の目的達成のために，次のような能力の修得を学修目標としている。 

・現代数学の広範な分野（代数学・幾何学・解析学）における基礎知識 

・高度な専門書の読み進め方，およびその内容を正確に理解する力 

・現代数学の学修を通じて養われる論理的思考力と本質を見抜く力 

・少人数セミナーでの発表によって培われる表現力とコミュニケーション力 

  

学修内容 

(a) 代数学・幾何学・解析学における基礎理論を, 講義と演習を通して修得する。 

(b) (a)で学修した理論や概念をもとに，現代数学の基本理論や概念および計算方法を，講義と演習を通じて修得

する。また，物理学の関連した基礎理論を学ぶ。 

(c) (a),(b)で学んだことを基礎とする，より発展的な理論を学修する。 

(d) これまでの学修内容に応じた文献を精読するとともにその内容を自分の言葉で再構成し講究（学士特定課題研

究等）においてセミナー形式で発表を行う。これによって，課題設定能力・コミュニケーション能力が涵養され，

さらに学修内容が真に自らのものとして理解されるようになる。 

 

授業科目 

 ◎を付した科目は必修科目，○を付した科目は選択必修科目である。 

 ナンバリング（科目コード）における「分野コード」の意味は次の通り。 

A:代数学, B:幾何学, C:解析学  

「身に付ける力」の表示は次のとおり。 

1: 国際的教養力 2: コミュニケーション力 3: 専門力 4: 課題設定力 5: 実践力又は解決力 

付表１ 

科目

区分 科目コード 科目名 単位 
身に付

ける力 

学修 

内容 備考 

専門

科目

（200

番

台） 

MTH.A201.R ◎ 代数学概論第一 1-1-0 3 (a)  

MTH.B201.R ◎ 位相空間論第一 1-1-0 3 (a)  

MTH.C201.R ◎ 解析学概論第一 1-1-0 3 (a)  

MTH.T201.L  解析力学 2-1-0 3 5 (b) 
物理学系開講科

目（PHY.Q206） 

MTH.A202.R ◎ 代数学概論第二 1-1-0 3 (a)  

MTH.B202.R ◎ 位相空間論第二 1-1-0 3 (a)  

MTH.C202.R ◎ 解析学概論第二 1-1-0 3 (a)  

MTH.T202.L  量子力学入門 2-1-0 3 (b) 
物理学系開講科

目（PHY.Q207） 
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